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.本
論
文
集
社
、
安
政
五
年
に
创
立
せ
ら
れ
た
る
慶
應
義
塾
が
、
.本
昭
和
七
苹
を
以
つ

•

て
、

H
に
七
十
五
の
齡
を
重
ね
た
る
を
記
念
す 

る
が
爲
め..
に
刊
行
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
義
塾
が
創

a ：
七
十
五
年
を
迎
へ
た
る
本
年
は
又
、
.我
が
理
財
學
會
が
創
立
後
一
ー
ナ
：
 

九
年
を
經
過
じ
、
三
田
學
曾
雜
；

8
|
.
が
創
刑
以
來
ニ
十
五
卷
を11
ぬ
允
る
年
で
あ'る
-:
0
1 

:

.

.覌
#
理
財
學
會.に
類
す
る
學
會
は
、
，慶
應_
.に
於
い
：て
屢.々
起
つ
七
屢
へ
々
消
滅
し
於
る
が
如
く
で
あ
る

..
-°而

も
同
會
の
眞
の
前̂ 

と
見
る
.可
き
も
0
:は
ぃ
明
治1
1
‘
ー
十
竿£
月
一‘，1十
1
1日
.を
以
つ
"て
成
立
じ
た

「

.三
甶
规
財'^
會」

で
あ
0
た
ゃ
ぅ
：に
思
は
れ
ゐ.

.

.

.
此
.の「

'一一一.田
.理
財
協
會」

釔
る
も
.の
は
慶
應
義
塾
犬
學
部
理
財
科
學
坐
の
創
立
す
る
所
で
あ
つ
て

〜

其
の
目
的
は
-#
ら「

經
濟
に
關
す 

る
諸
惘
題
を
硏
究
す
る.

」

に
在
つ
，た
や
で
あ
る
？
唭
の
會
員
は
義
塾
の
理
財
學
士
及
び
逾
財
科
學
生
か
ら
成

.る
も
の
で
あ
る
。
同
#
は 

同
年
侧
月
;^
八
日
1こ
5
演
霜
杧
於
い
‘て
大
會
を
開
き.、
.：_.:'.
..
.
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慶
應
義
塾
理
財
科
評
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及
ル
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國
關
税
案
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改
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ぃ
.て

.
-
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等
の
.講
演
が
あ
た̂
;0
米
人
ド
Pッ
•ハ
1
ス
氏
は
當
時
本
塾
理
財
科

Q

主
任
教
授
で
あ
り
、
阪
谷
男
は
同
科
及
が
法
科

Q

講
師
.で
あ
つ 

た
。
是
れ.等
0講
演
.が
終
つ
た
後
、.大
廣
間
に
於

(

い
て
塾
長
小
幡
篤
次
郞W
を
中
心
と
し
て
講
演
者
並
び
に
#
国
の
懇
話.
を

.

開
い
た
、 

其
の
後
、.：1

囘
，、
，
臨
時

會

を

！

1

い
た
後
、
同
年
六
月
十
九
日
第
二
.囘
例
會
を
開
き
、
シ
ー•ヰ
ー
•ガ
ー
X
ト
氏
わ
單
税
論
の
講
演
を
聽 

き
、.之
机
に
次.い
：で
會
員
の
时
議
が
行
は
れ
た
.°
.而
し
て
福
澤
先
生
は
、
同
協
會
の
第
一

I

囘
大
會
が
三
十
一
年
五
月
十
四
日
午
後
六
時 

三
田
.演
說
傭
に
於
：い
で
開
會
せ
ら
れ
た
時
V
之
れ
に
出,̂
し
て
、
一
場
の
講
演
を
行
つ
て
居れ̂
る
。
が
不
幸
に
し
て
吾
人
は
今
、
兆

：

.の
を
も
、、
內替をも知るこ

.と
が
出
來
な
い
。•古
記
錄
は.
だ
單
に「

.面
^

き
經
濟
談
.

」

を
試
み
ら•れ
た.と
誌.し
•て
ゐ
る
だ
け
.
で

あ
る
。
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し
現
在
の
理
財
摩.#
が
.成
立
し
た
の
は
、
明.治
三
士
ハ
年
三.月
；で.あ
つ
て
、
同
四
月
十
六
日
義
塾
火
廣
間
.に
於
い
て
其
の
第
一
同
を
催

し
た
。
出
席
者
鎌
田
塾
長
以.下五
十
餘
名
、.先
づ
堀
.切
善
兵
衞.君C,

學
生)

發
起
人
總
代
と
し.て
同
學
會
設
立

Q

趣
旨
を
述
べ
、
次
い
で

-

姻
江
歸1.

敎
授
は
、
我
が.

k

業
政
策
に
就
き
て
論
じ
、
.ヴ
ィ
ヵ
ー
ス
敎
授
は
經
濟
學
硏
究
の
心
得
を
詳
說
し
、
最
後
に
氣
賀
勘
重
敎
授

は
獨
逸
.に
於
け
る
經
濟
學
界
の'大
勢
を
論
じ
た
。
お
終
：つ
て
同
學
會
.の
組
織
を
議
し
、
鎌
田
塾
長
を
#
長
.に
擧
げ
、
指
名
及
び
各
较
會

員
の
選
擧
に
ょ
つ
て
堀
切
善
兵
衛
フ
取
見
純
吉
の
兩
氏
が
常
任
轮
事
に
就
饪
し
だ

。
：

，.

.

.

.
,

第
二
囘
は7T
月十

三
：：！

午
後
一
時
か
ら
同
じ
く
大
哜
間
に
於
い
て
開
催
し
た
？
來
命
者
は
鎌
田
會
長
、
堀
、

ff
敎
授
を
初
め
命
員
三
十

五
名
で
あ
つ
，た
。
閱
1

を
分
擔
せ
し
雜
誌

^

文
：に
就
き
學
生
會
員
0:
.
報
-&
|>
'
り

，
る
後
、當

日
の
議
題「

砂
®

税
續
徵
の
可
否」

に
就
い 

'

て
討
議
に
移
っ
た
0

爾
後
3-
-

十
餘
年
、：
同
氧
會
は
速
綿

-

と
'

レ
.

て
今
0.
_
,

に
>

^

:

-4

で
ゐ
る
。
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三

田

學

會

雜

誌

の

創

刊

せ

ら

れ

た

の

は

是

れ

ょ

り

も

遲

れ

て

、

明

治

四

十

二

年

二

月
.1

日

で

ぁ

つ

た
o

當

時

、

同

諸

は

未

だ

理

財

學
 

會

の

機

關

で

は

な

く

、

法

、

政

、

文

、

现

、
.各

科

を

亂

合

せ
.
る

阶

謂

「
'1

U

田

學

會

」

な

る

も

の
X

發

行

す

る

肋

で

ぁ

つ

だ

。

然

る

に

其

の

後
幾
許
な
ら
ず
し
て
掲
載
論
文
の
範
圍
を
經
濟
、
政
治
、
法
律
に
狭
め
、
更
ら
に

'犬
正
三
年
初
め
理
財
學
會
の
.組
織
變
更
と
共
に
本
誌 

を
其
の
機
關
と
爲
す
に
至
つ
た
。
愛
に
至
つ
て

«
濟
學
理
_
を
硏
究
し
、
時
事
問
題
を
討
議
す
る
と
同
時
に
、
時
々
講
演
會
を
開
き
、 

知
名
の
經
濟
學
者
又
は
實
際
家
を
招
聘
し
て
、
■其
の
訛
を
聞
く
こ
と
を

目

的

と

し
た
理
財
學
會
は
純
學
術
雜
誌
刊
行
の
任
務
を
帶
ぶ
る 

こ
と
X
爲
つ
た
0
斯
ぐ
し
て
茲
に
十
九
年
の
歲
月
を
閱
し
た
。

吾
人
は
本
論
文
集
に
よ
つ
て
、
，
慶
應
義
塾
の

■
*:
セ
+
五
年
と
共
に
、.理
財
學
會
創
設
一
一
，十
九
年
、
.
三
田
學
會
雜
誌
創
刊

一

一
十
三
年 

を
も
併
せ.
?記
念
せ
ん
と
す
る
も
の.で
ぁ
る
。
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